
櫻
木
神
社
（
吉
野
町
）

莢莢

莢莢

櫻
木
神
社
の
拝
殿
と
本
殿
‖
吉
野
町
喜
佐
谷
で

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

疱
瘡
よ
け
霊
験
あ
ら
た
か

宮
滝
の
集
落
か
ら
吉
野
川

を
渡
り
南
へ
進
む
と
、
象
の

小
川
の
ほ
と
り
に
櫻
木
神
社

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
万
葉

集
に
も
詠
ま
れ
た
せ
せ
ら
ぎ

を
耳
に
し
な
が
ら
屋
根
の
あ

る
木
末
橋
を
渡
る
と
、
鮮
や

か
な
朱
塗
り
の
鳥
居
が
見
え

て
き
ま
す
。

創
建
は
飛
鳥
時
代
の
大
化

（
６
４
５
〜
６
５
０
）
年
代

に
疱
瘡
治
癒
の
神
さ
ま
が
天

か
ら
象
に
乗
っ
て
降
り
て
き

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

古
く
か
ら
疱
瘡
よ
け
に
ご
利

益
が
あ
る
と
し
て
、
信
仰
を

集
め
て
き
ま
し
た
。

ご
祭
神
は
、
国
造
り
や
医

薬
の
神
で
あ
る
大
己
貴
命

と
少
彦
名
命
、
天
武
天
皇

の
三
柱
で
す
。

皇
位
を
巡
り
、
天
智
天
皇

の
弟
・
大
海
人
皇
子
（
後
の

天
武
天
皇
）
と
天
智
天
皇
の

子
・
大
友
皇
子
が
争
っ
た
壬

申
の
乱
。
そ
の
勃
発
前
に
、

大
海
人
皇
子
が
姿
を
隠
し
て

い
た
吉
野
に
は
、
大
海
人
皇

子
の
伝
承
が
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。

大
友
皇
子
の
追
っ
手
に
追

わ
れ
た
大
海
人
皇
子
は
、
櫻

木
神
社
に
あ
っ
た
桜
の
根

元
に
隠
れ
て
窮
地
を
脱
し

た
と
伝
わ
り
、
ま
た
櫻
木
神

社
へ
の
道
沿
い
に
「
虎
に
翼

を
着
け
て
放
て
り
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
病
床
の
天
智

天
皇
に
即
位
を
勧
め
ら
れ

た
大
海
人
皇
子
が
こ
れ
を
固

辞
、
出
家
し
て
、
大
津
の
都

を
離
れ
吉
野
に
向
か
っ
た

際
に
都
の
人
々
が
さ
さ
や
い

た
と
い
う
日
本
書
紀
の
一
文

で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

山
﨑
愛
子
）

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
吉
野
町
喜
佐
谷
４
２
３

（
祭
神
）
大
己
貴
命
、
少
彦
名
命

天
武
天
皇

（
交
通
）
近
鉄
大
和
上
市
駅
か
ら
バ
ス
約

分
、
「
宮
滝
」
下
車
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
無
料
）

（
電
話
）
な
し


